
（ ス ト ーブ）  

第５ 条 固体燃料を 使用する ス ト ーブ（ 移動式のも のを 除く 。） にあつては、 不燃材料で造つたた

き 殻受けを 付設し なければなら ない。（ か）（ せ）（ ひ）  

２  前項に規定する も ののほか、 ス ト ーブ（ 移動式のも のを 除く 。） の位置、 構造及び管理の基準

については、 第３ 条（ 第１ 項第 1 1 号から 第 1 4 号ま で及び第 1 7 号オを 除く 。） の規定を 準用す

る 。（ う ）（ か）（ け）（ せ）（ ひ）  

 

【 解説】  

 移動式ス ト ーブは、 火を 使用する 器具の規定の適用を 受ける が、 本条は移動式以外のも の、 即ち固

定式ス ト ーブに対する 規定である 。し たがっ て、屋外に通じ る 煙突又は排気筒を 設けたも のは固定式

のも のになり 、 本条の適用を 受ける 。  

１  ス ト ーブの建築物等及び可燃性の物品から の離隔距離は、 表５ －１ によ る こ と 。  

  ただし 、 ス ト ーブが、（ 一財） 日本ガス 機器検査協会又は（ 一財） 日本燃焼機器検査協会が定め

た防火性能基準に適合し たも のについては、防火性能が確保さ れ、安全性の高いも のと なっ ている

こ と から 、当該設備等に貼付さ れている いずれかの協会名の認証ラ ベルに記載の離隔距離と し て差

し 支えない。  



 

表５ －１  

火気設備等又は火気器具等の種別 離隔距離（ 単位： ｾﾝﾁﾒ ﾄーﾙ）  
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※（ 注５ ） 熱対流方向が一方向に集中する も のにあっ ては、 6 0 セン チメ ート ルと する 。  



＜設置例＞ 

図５ －１  ス ト ーブ（ 気体燃料を 使用する も の） と 建築物等の離隔距離（ ｾﾝﾁﾒ ﾄーﾙ）  

（（  ） 内は、 不燃材料で有効に仕上げを し た建築物等の部分又は防熱板であ る 場合の離隔距離を

示す。 以下同じ 。）  
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※（  ） 内は、 防熱板を 取り 付けた場合の寸法と する 。  
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図５ －２  ス ト ーブ（ 液体燃料を 使用する も の） と 建築物等の離隔距離（ ｾﾝﾁﾒ ﾄーﾙ）  

 

① 半密閉式（ 3 9 キロ ワ ッ ト 以下で機器の全周から 熱を 放射する も の）  

正面 

 

 

 

② 半密閉式（ 3 9 キロ ワ ッ ト 以下で機器の上方又は前方に熱を 放射する も の）  

正面 側面 

 

 

 

 

 

 

 

 

※（  ） 内は、 防熱板を 取り 付けた場合の寸法と する 。  

 

可燃物 

A 寸法は、 基準では 1 5 セン チメ ート ル

以上と 規定し ている が、 煙突と 可燃物と

の離隔距離でも 規制さ れる 。  
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２  第１ 項について 

たき 殻受けは、 落火を 受け、 取り 出すと き に落ちる たき 殻を 受ける ために、 通常ス ト ーブ本体の

底部又は前部に設けら れている が、それは必ず不燃材料で造ら れたも のでなければなら ないこ と を

規定し ている 。  

 

３  第２ 項について 

 第３ 条の炉の位置、 構造及び管理についての規定が、 同条第１ 項第 1 1 号から 第 1 4 号ま で及び

第 1 7 号オを 除いて、 ス ト ーブに準用さ れる こ と を 規定し ている 。 暖房用のス ト ーブの場合、 第３

条第１ 項第６ 号の台の規制については、 ブリ キ、 ケイ カル板等で台を 被覆し 、 かつ、 ス ト ーブと の

間に５ セン チメ ート ル以上の空間を 設け、有効に底面通気を 図る 場合は、可燃性の部分があっ ても

同号に適合する も のと し て差し 支えない。 こ の場合、 台上に落ちた落火、 灰等を 直ちに取り 除く 等

第３ 条第２ 項第１ 号の規定を 特に遵守する 必要がある 。 ま た、 第３ 条第１ 項第９ 号についても 、 異

常にス ト ーブが赤熱し ない場合は、ス ト ーブ本来の目的から 見て過度に温度が上昇し ないも のと し

て差し 支えない。  


